
わ

も
あ
り
ま
す
。

改
善
も
進
む

　
窓
口
の
受
付
時
間
に

つ
い
て
は
、
地
域
や
施
設

に
よ
っ
て
は
夜
間
ま
で
受

付
を
延
長
し
た
り
、土
曜
・

日
曜
日
に
相
談
対
応
を
実

施
し
た
り
、
と
い
っ
た
改

善
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
申
請
を
必
要
と

す
る
福
祉
制
度
・
事
業
に

対
し
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

と
呼
ば
れ
る
、
社
会
福
祉

に
携
わ
る
組
織
や
専
門
家

な
ど
が
連
携
し
、
事
業
者

側
か
ら
必
要
な
人
に
支
援

を
届
け
る
取
り
組
み
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
先
に
事

業
者
が
対
処
し
、
必
要
で
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届
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な

生
活
の
支
援
に
関
す
る
情

報
を
積
極
的
に
入
手
で
き

な
い
世
帯
も
多
い
と
い
い

ま
す
。
例
え
ば
、
夫
の
Ｄ

Ｖ
か
ら
避
難
し
て
い
る
た

め
外
出
す
る
こ
と
自
体
が

た
め
ら
わ
れ
る
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
世
帯
、
仕
事
を
掛

け
持
ち
せ
ざ
る
を
得
ず
自

由
な
時
間
が
と
り
づ
ら
い

世
帯
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
に
関
す

る
制
度
や
事
業
を
活
用
す

る
と
い
う
選
択
肢
自
体
が

も
と
も
と
な
か
っ
た
、
と

い
う
世
帯
も
相
当
数
あ
る

そ
う
で
す
。

「
申
請
主
義
」
の
限
界

　
あ
る
支
援
者
は
「
様
々

な
福
祉
制
度
の
存
在
は
学

校
で
習
う
こ
と
が
ほ
ぼ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
そ
も
そ

も
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
。
ま
た
、

制
度
や
事
業
は
原
則
と
し

て
自
分
か
ら
申
請
し
な
い

と
利
用
で
き
な
い
た
め

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
人
も
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
様
々
な
福

祉
に
関
す
る
制
度
や
事
業

は
、
窓
口
で
申
請
し
て
初

め
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

情
報
が
届
か
な
い

　
生
活
に
困
難
を
抱
え
る

方
を
対
象
と
し
た
支
援

サ
ー
ビ
ス
は
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
行
政
が
お

こ
な
う
も
の
、
民
間
事
業

者
が
行
政
の
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
お
こ
な
う
も
の

な
ど
、
様
々
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
行
政
の
福
祉
制

度
の
枠
外
に
な
る
「
オ
ー

ル
民
間
」
の
活
動
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
と
も
な

う
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
営
業

時
間
短
縮
や
売
り
上
げ
減

少
に
と
も
な
っ
て
、
雇
い

止
め
に
あ
っ
た
り
、
収
入

が
減
っ
た
り
し
た
世
帯
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
最
近
、
和
歌
山
県
内
で

も
急
増
し
て
い
る
「
子
ど

も
食
堂
」
が
こ
う
し
た
世

帯
を
助
け
る
役
割
の
一
端

を
担
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
食
事
が
提
供
で
き

な
く
な
り
、
食
材
を
配
布

す
る
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
」
と
い
う
運
営
方
法

に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
が

多
い
そ
う
で
す
が
、
運
営

団
体
や
自
治
体
な
ど
の
呼

び
か
け
に
加
え
、
利
用
者

同
士
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を

拡
散
す
る
な
ど
し
て
、
必

要
と
す
る
世
帯
に
支
援
が

届 か な い 、 届 け ら れ な い 支 援 の 手
　わかつく 279 号では「見えない苦しみを抱える子どもたち」として、家庭環境に問題のある子どもへの支援が困難な状況があるという事例をご紹介し
ました。地域には様々な福祉サービスがありますが、子どもに限らず、なかなか支援が届かないケースもあるといいます。事例を探りました。

な
り
ま
す
。
第
三
者
か
ら

み
て
、
そ
の
人
が
明
ら
か

に
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
て
も
、
本

人
が
そ
の
制
度
の
存
在
を

知
り
窓
口
で
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
支

援
を
必
要
と
す
る
人
が
制

度
の
概
要
を
理
解
し
、
手

続
き
す
る
こ
と
自
体
が
重

荷
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
多
く
の
場
合
、
窓

口
は
平
日
の
日
中
の
対
応

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
共
働
き
や
非
正
規

雇
用
な
ど
、
平
日
に
時
間

が
と
り
づ
ら
い
と
い
う
世

帯
も
少
な
く
な
く
、
窓
口

に
行
き
た
く
て
も
な
か
な

か
行
け
な
い
と
い
う
課
題

あ
れ
ば
行
政
の
制
度
や
事

業
に
つ
な
げ
る
と
い
う
、

従
来
と
は
逆
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

本
人
の
申
請
を
原
則
と
す

る
従
来
の
福
祉
制
度
・
事

業
を
補
足
す
る
手
段
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い

て
は
、
昨
今
の
近
所
付
き

合
い
の
希
薄
化
、
個
人
情

報
の
問
題
な
ど
が
複
雑
に

絡
み
、
支
援
を
必
要
と
す

る
人
の
存
在
と
状
況
を
ど

う
把
握
す
る
か
が
大
き
な

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
に
携
わ
る
方
だ
け
で

は
な
く
、
直
接
に
福
祉
に

携
わ
っ
て
い
な
い
方
に
も

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
支

援
を
必
要
と
す
る
と
思
わ

れ
る
方
の
情
報
を
寄
せ
て

も
ら
う
試
み
も
あ
ち
こ
ち

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
相
互
に
連
携
し

て
、
支
援
が
必
要
な
世
帯

を
顕
在
化
さ
せ
る
様
々
な

試
み
も
あ
り
ま
す
。

　

必
要
な
支
援
内
容
は
、

世
帯
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
が
多
く
、
き
め
細
か
い

支
援
を
届
け
る
に
は
非
常

に
手
間
暇
が
か
か
り
ま

す
。
し
か
し
、
少
し
で
も

み
な
さ
ん
の
生
活
が
改
善

す
る
す
る
こ
と
を
願
っ
て

様
々
な
試
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
志
場
久
起
）

http://www.wnc.jp/wakatsuku/
和歌山を創る新聞「わかつく」は 2013 年 4 月
以降のバックナンバーを PDF 形式で公開して
います。2017 ～ 18 年に連載した「SDGs を知
ろう」全 22 回もまとめてダウンロードできま
す。

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー

公的な福祉サービス利用までの流れ
※あくまで一般的なケースです

※民間事業者に対する申請もおおむね同じ
流れ。柔軟な対応が可能な場合もあるが、
その団体がおこなう事業のキャパシティを
超える場合はサービス提供は困難。

各種機関が運営している福祉制度
については、ほとんどの自治体の
ウェブサイトにてカテゴリ別に紹
介されています。自治体によって
は民間団体の事業が掲載されてい
るケースもあります。

行政の福祉担当窓口
障害・介護・子ども・生活困窮 など

生活に課題を抱えた住民

窓口で申請

申請を受付

制度利用に
合致する

制度に基づき、認
められた範囲内の
サービス利用が可
能になる

制度に合致しない
場合は利用不可。
場合によって、利
用可能な民間サー
ビスを紹介するこ
とも

制度利用に
合致しない

法律・法令等に基づいて状況を審査

福祉サービスを
利用できる

福祉サービスを
利用できない

アウトリーチを活かした福祉制度の提供例
地域・分野により内容は異なります

アウトリーチをおこなう協議体
行政・社会福祉協議会・福祉団体・NPO等

生活に課題を抱えた
住民の存在の把握

専門家によるアプローチと支援

必要に応じて
繰り返し支援

状況を把握し、提供できる支援を個別に検討

支援の結果をもとにさらに検討を実施

公的なサービスの利用が可能であれば窓口につなぐ
公的サービスがなければ、利用可能な民間の事業に
つなぐことも。

和歌山市 NPO ・ ボランティア
推進協議会だより

イベント｜

こども落語ワークショップ特別編

日　時　4月 9日（土）、6月 11 日（土）、
　　　　7月 9日（土）、8月 13 日（土）
　　　　…の各 13:30 ～ 15:00
場　所　和歌山県立図書館・文化情報
　　　　センターふれあいルーム
対　象　お笑いに関心がある人
内　容　笑福亭呂好さんを招き、主に
　　　　小学生、中学生とその家族を
　　　　対象に落語の所作、小話、太
　　　　鼓などを学びます。
定　員　小学生・中学生とその家族
　　　　20 名（事前申し込み必要）
料　金　資料代 500 円（定員に余裕が
　　　　あれば大人の参加も可能、そ
　　　　の場合は資料代 1,000 円）
主　催　わかやま楽落会　
　　　　電　話 090-9864-1344
　　　　メール katoku076@outlook.jp

※ このコーナーでは、協議会に加盟してい
る団体から寄せられたイベント情報を掲載
しています。

みなさんの「地域を元気にする」活動を応援します！

和歌山ビッグ愛 9階にある和歌山県NPOサポートセンターは、県民のみなさまの
公益的な活動を総合的に応援する施設です。ご利用をお待ちしています！

和歌山県NPOサポートセンターをご利用ください

和歌山県内でNPO法人、NPO・ボランティア団体、公益社団・公益財団法人、

一般社団・財団法人などの組織形態で、公益性のある活動をおこなっている団体。

　※ ご相談や情報収集は個人・企業の方でもご利用いただけます。

▶ NPO法人の設立・運営（定款変更や事業報告、役員変更等）にまつわる実務
▶ NPO・ボランティア団体の運営実務
▶ 企業の社会貢献活動等のパートナーとしてのNPO法人等のマッチング など

※ ご相談は、窓口・メール・オンライン等で承っています。来所の場合はご予約ください。

ご 相 談

ご利用いただける団体
カラー印刷機、ポスタープリンタなどをご利用いただけます

（一部を除き、実費負担が必要です）。

◀カラー印刷機
ポスタープリンタ▶

　どちらも利用団体登録が
必要です。公益性のある取
り組みに関する印刷に限ら
せていただいております。

各種事務機器

会議室を無料でご利用いただけます。

※ 会議室は和歌山県男女共同参画センター “りぃぶる”、和歌

山県青少年活動センターとの共用で、申込み受付と管理は男

女共同参画センターが担当しています。

会議室

当センターに届いた情報はブログ（随時更新）、メールマガジ

ン（毎月 2回配信）で発信しています。

ブログはこちらから
アクセスできます

メルマガ配信登録は
こちらから

情報ブログ ・ メールマガジン

▶ NPO・ボランティア団体のイベント情報の収集と発信
▶ 助成金をはじめとした各種支援情報
▶ 法律で定められたNPO法人の情報公開資料（事業報告書等）の閲覧・縦覧

情報収集 ・ 発信

和歌山県NPOサポートセンター
和歌山市手平 2-1-2 和歌山ビッグ愛 9階
業務時間：9:00 ～ 20:50（日曜は 17:30）
休館日：月曜・祝祭日・年末年始
TEL　073-435-5424
FAX　073-435-5425
E-mail　info@wakayama-npo.jp
和歌山県NPOホームページ
　　　　　　　「わかやまNPO広場」
　https://www.wakayama-npo.jp/


